
映像ゼミナール 2010／ 初冬 上智大学ヨーロッパ研究所 主催 

日時：2010年 11月 5日（金）18時～20時 

場所：上智大学中央図書館 ８階－８２１ 

 

『白いカラス マックス・マンハイマー』  
（89分；ドイツ 2009年） 

－カロリン・オットー監督 ドキュメンタリー作品－ 

≪英語字幕付き≫ 

 

 

本作品は、アウシュヴィッツ・ダッハウ収容所から生還し、89 歳を迎えたマックス・マンハイマー氏の

現在を捉えると同時に、同氏がいかに、その丌屈の精神とユーモアで、過酷な過去と向き合っている

かを明らかにしています。マンハイマー氏は、2009 年出版の『晩年の日記－テレージエンシュタット・

アウシュヴィッツ・ダッハウ』の著者でもあります。 

 

本学講師ユルゲン・ドラッシャン氏の司会による解説の後に、作品上映をいたします。上映後には、

本作の監督カロリン・オットー氏を交えてのディスカッションを予定しております。 奮ってご参加下さ

い。 

（入場無料） 

  

上智大学ヨーロッパ研究所  

〒102-8554 東京都千代田区紀尾井町 7-1 上智大学中央図書館 7階 

Tel.&Fax.: 03-3238-3902  E-mail: i-europe@sophia.ac.jp   



Sophia-Universität 

Film-Seminar 2010/ Winter 
Zeit:  Freitag, 5. November , 18.00 - 20.00 Uhr   

Ort:  Sophia-Universität/ Hauptbibliothek, Raum 821 
 

 

„Der weiße Rabe“ 
Ein Dokumentarfilm von Carolin OTTO. 

(89Min.: Deutschland 2009)  

<Mit englischem Untertitel> 

 

Dieser Dokumentarfilm begleitet den heute 89 jährigen Auschwitz- und 

Dachau-Überlebenden Max Mannheimer und beleuchtet, wie er mit unerschütterlichem 

Willen und Humor mit seiner schweren Vergangenheit umgeht. 2009 wurde auch sein 

„Spätes Tagebuch: Theresienstadt - Auschwitz - Warschau - Dachau“ publiziert. 

 

 

 

 

Nach einer kurzen Einführung von Jürgen Draschan (Sophia-Universität) wird der Film 

gezeigt. Im Anschluss findet eine Publikumsdiskussion mit der Regisseurin Carolin Otto 

statt. Wir freuen uns herzlich auf Ihr Kommen.  

(Eintritt frei) 

Sophia-Universität European Institute  

Tel./Fax.: 03-3238-3902,   E-Mail: i-europe@sophia.ac.jp  


